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『狐物語』第十一枝篇の構成

武勲詩への導入部に於ける一

福 本 直 之

一名 「皇帝ルナール」 とも呼ばれている第十一枝篇は 『狐物語』全枝篇の中で最長の作 品であ

る1)。諸大家の評価は従来 この枝篇に対 して決 して好意的ではなかったが2),昨 今いろいろな角

度からこの作品を再吟味す る試みが見 られるようになった3)。 筆者 も 『狐物語』 の翻訳 に際 しこ

の枝篇を担当 した経験か ら,そ の試みの必要性 に気づいた一人である4)。 本稿では個 々の問題の

考察に入る前段階として,枝 篇の構成全般の概観を行 なってお きたい5)。

第十一枝篇の構成は大別 して二つに区分 される。別構のようにルナールの帝位墓奪 を描いてい

る武勲詩仕立ての合戦絵巻である後半部 と細 々としたエ ピソー ド群 を盛 り合わせ にした前半部で

ある6)。 前半部 に盛 り込 まれているエピソー ドの多 くは他の枝篇のイメージと結 びつ くものが大

半で,作 者が どの程度まで 『狐物語』 を読 んでいたかを示す 目安 にはなっている。主たる物語 を

展開するための導入部 としてい くつかのエ ピソー ドか ら成る序奏を用いる手法は他の枝篇 にも多

く見 られる ところであるが,こ の枝篇の場合は どの ように理解すべ きであろうか。エ ピソー ドの

性 格 か ら見 て も,後 半 の武 勲 詩 に と って の直接 の導 入 部 と見 なせ る部分 はせ いぜ い,

vv.1537-1756の 個所程度なのである。それでは前半部の約1500行 に及ぶエ ピソー ド群の意義はど

のように解釈出来るのだろう。第十一枝篇の作者は,読 者への気配 りゆえか,先 づ伝統的な 「狐

物語の世界」 をさまざまな既出のエピソー ドを使って展開させて見せ る事 から始めている。しか

も有能な作者 は,例 えば第六枝篇の作者のように使 い古 されたエピソー ドのレジュメを並べ るの

ではなく,彼 流にアレンジ した一群の挿話 を創作するのに成功 している。そして読者が焼直 しや

敷写 しの連続 に食傷 しだ した頃を見はか らって,全 く新 しい構想であるルナール武勲詩の世界へ

と読者を誘い込むのである。そこに展開されるのは決 して武勲詩のパ ロディーではな く,純 然た

る武勲詩そのものなのである。

先づ,前 半部のエ ピソ0ド 群の各々を個別に取上 げてみよう。

1)書 出 し(v.1-一 一40)

身 ご もってい る妻 と飢 え に泣 く子等 のため に獲物 を求め て出か けてい くルナ ールの場面 か らこ

の枝 篇 は始 まってい る7)。
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DevantluivoitvenirRovel/Sonfilzquidefainvaplorant,/ ...‐D'enfantai

toutleventreplain,/Siaicertesisigrantfain/Quej'encuitperdremon

enfant."

(v.10-25)

2)ル ナ ー ル と イ ザ ン グ ラ ン夫 妻(v。41～270)

作 者 は 『狐 物 語 』 の サ イ ク ル の 最 初 期 に 見 ら れ る,少 く共 表 面 上 は 仲 の よ い 伯 父,伯 母,甥 の

関 係 に あ る 両 者 を 採 用 し て い る 。

ル ナ ー ル は 伯 父 の 危 難 に 高 見 の 見 物 を 極 め こ む8)。

Lorss'esten.1.buissonassis,(v.113)

相 棒 を ひ ど い 目 に 合 わ せ て お い て ル ナ ー・ル は 白 っ ば く れ て 上 機 嫌 で 再 び 登 場 す る9)。

Ahautevoizs'envetchantant/Unechansontoutenovele

D'amoretesquimoutertbele./.1.chapeletofensateste,

Moutmainnegrantjoieetgrantfeste/EtfaitsemblantqueriensneBache

D'Ysengrinnedesondonmage.(v.170-176)

3)ル ナ ー ル と 黄 い ち ご(v.271--337)

有 名 な 「ル ナ ー ル と 青 ぶ ど う 」 に 連 な る エ ピ ソ ー ド で あ る が,Br.皿 のTiさcelinの 冒 頭 に 出

て い る 居 心 地 の よ い 場 所 の トポ ス やlo)

"P
arfoi,fetRenart,itmesemble/Queciseferoitbonlogier,/Quidesmeures

voudroitmengier,/Mouts'ifeistbonosteler."(v .282-285)

Br.XVIの 堀 の イ メ ー ジ が 自 然 に 浮 か ん で 来 る11)。

Enzenlafossesautdebout,/...Avallecovintavenir,/...Ainznefinejusque

aufonzfust/Deroolertoutcontreval;(v.294-301)

4)ル ナ ー ル と 犬 の ロ ー ネ ル(v.338～550)

ル ナ ー ル が ロ ー ネ ル を 欺 し て 木 の 枝 に 吊 る す 小 話(v .338-一 一419)は 直 ち にBr.X,v.439-587

を 思 い 起 こ さ せ る し,後 半 の 国 王 一 行 に よ る ロ ー ネ ル の 救 出 と 蘇 生 も 同 様 で あ る(cf
,Br.X,v.

874ss)o

5)ル ナー ル と鳶 の家族(v.551～626)

空腹 のル ナール は鳶 の子 供 を四羽平 げて しまう。そ れ を知 って怒 り狂 った鳶 夫婦 はル ナール に

猛然 と襲 いか か り,大 い に痛 めつけ る ものの夫婦 共 々ルナ ール に返 り討 ちに され て しま う。作 者

は このエ ピソー ドをBr.V皿 で知 っていた と思 われ るのだが12)、

MesitseenvoudraBienvengier,'(v .563}

と出典不 明 の動 機 を挙 げてい る13)。

6)ル ナ ー ル と 騎 士 の 一 行(v.627～735)

Br.皿 一1の 魚 屋 の 皮 算 用 が 騎 士 と そ の 従 士 達 に 写 し か え ら れ て い る 。 し か も ル ナ ー ル を 逆 さ

吊 り に し て ひ た 駆 け る 場 面 は 第1枝 篇 の 兎 の コ ワ ー ル の そ れ と重 複 し て い る14)。

Renartportequepasn'agree/Cequeittientsimalement/Queparlespiezcon-

trevalpent;(v .680-2)
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7)ル ナ ー ル と雀 の ドロ ア ン(v.736～1389)

v.736-764:ル ナ ー ル,自 分 で 傷 を癒 す 。

v.765-818:ル ナ ー ル,雀 の ドロ ア ン に さ く ら ん ぼ を 取 っ て も ら う 。

v.819-970:ル ナ ー ル,雀 の 子 に 洗 礼 を 授 け る と欺 し,食 べ て し ま う 。

v.971-994:雀 の ド ロ ア ン,助 っ 人 探 し の 旅 に 出 る 。

v.995-1389:雀 の ド ロ ア ン,犬 の モ ラ ン の 助 勢 を 得 て ル ナ ー ル に 復 讐…を 果 た す 。

第 十 一 枝 篇 の 前 半 に 盛 り込 ま れ て い る 小 話 群 の 中 で 一 番 ま と ま り の あ る,よ く 出 来 た も の が こ

の エ ピ ソ ー ドで あ る 。 独 立 し た 一 つ の 枝 篇 と な り得 る 内 容 と量 を 備 え て い る 。 そ し てBr.X「 医

者 ル ナ ー ル 」 の イ メ ー ジ に し た が っ て 雀 の ドロ ア ン に と っ て の ル ナ ー ル は 先 づ 諸 芸 に 通 じ た 学 識

者 で あ る 。 ル ナ ー ル も 自 ら の 医 師 の 技 量 を 自 賛 して い る15)。

J'aipasselamerd'Engleterre/Porleroi.II.foiz,voire.III./Jefuienlaterreas

Irois,/Tantalaicerchantlacontree/Quej'oilamecinetrovee/Dontliroisfu

garizetsains;(v.868-72)

生 気 濫 れ る 会 話 体 も作 者 の 力 量 の 並 々 で な い こ と を 示 し て い る 。 子 供 を 食 わ れ た ド ロ ア ン と ル

ナ ー ル の や り と り な ど は 秀 逸 で あ る 。

"Rena
rt,faitil,ousontmifi1?/Jecuitfaitm'enavezessil./-Nonai,aingois

sontgaaavaL/-Ha;!traitredesloial,/FetDroin,tulesasmengiez./-Non

ai,fetRenart,cesachiez.(...)‐Tuesfox,its'ensontvole./‐Vole?nonsont.

一一Sisont
,parfoi.(v.907-16)

8)ル ナ ー ル と狼 イ ザ ン グ ラ ン夫 妻(v.1390～1536)

イ ザ ン グ ラ ン 夫 妻 に 救 出 さ れ た ル ナ ー一ル は 二 人 の 手 厚 い 看 護 の お か げ で 元 通 り に 全 快 す る 。 作

者 は こ こ で は ル ナ ー ル と エ ル サ ン の 関 係 を伯 母 甥 よ り も 一 歩 近 づ け た も の に 設 定 し て い る 。

AtantesvosdameHersent/Saconmerequitaut1'amot,/Ensoncueramisle

clamot,(v.1390-92)

9)ル ナ ー ル と楯 持 ち(v.1537-一 一1596)

10)ル ナ ー ル と蝸 牛 タ ル デ ィ フ(v.1597--1646)

11)ル ナ ー ル,国 王 の 伝 令 と出 会 う(v.1647-一 一1688)

12)ル ナール,従 兄 弟 のグ ラ ンベ ー一ル と出合 い,彼 を楯 持 ち と して王 宮 に向 う(v.1689～1712)

13)ル ナールの長 男ペ ルスエ,母 エル ム リーヌの死 を報 ず る(v.17ユ3～1756)

9)～(13)は その次に登場するルナール武勲詩への橋渡 しとなる具体的序奏部 として大切な役

割 を果たしている。 しかも,も う一つ注 目すべ き点はこれ等のエピソー ドは全て作者の創造 にか

か るもので,1)～8)に 見 られるように先行枝篇に既 に用いられている場面やイメージの敷写

しや移 しかえではない事である。9)～10)を 通 じてルナールは武勲詩の登場人物 に不可欠な乗

馬,鷹 換え馬,刀,槍,楯 を入手 している16)。11)で 国王の伝令 から伝 えられた内容は直ちに

披露 されるのではな く,13)の ペルスエとの会話の中でさりげなく紹介される事 となる。
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Queauroimoutgrantguerresort.(v.1745)

12)で の従兄 弟 グ ランベ ール との出合い はル ナール に最 もふ さわ しい楯 持 ちを提 供す るこ とに な

る し,10)の タルデ ィフの死 は後 に諸侯 の武者揃 え の個所 で旗奉 行 の後 任が話題 とな るための伏

線 となって活 きるので ある。

MesmesireTardifnosfaut,/Quinestpasencorevenuz./Nesaiporquois'en

esttenuz."(v.1870-72)

更 に,13)で 早 々 にい ささか唐 突気味 に用意 され てい るルナー ルの妻エ ルム リーヌの死 は,ル

ナール と王妃 フ ィエー ルの再婚 に備 えるため の伏線 として働 いてい る。

他 の先行枝 篇 での イメ ージの影響 の下 に書 か れ た と推 定 され る1)～8)か らは,1,II,III,

VII,X,XVI,XXIVに つ いて の作者 の知識 が想 像 され るが,こ れ等 の余 りに も長 す ぎる導 入

部 は第十 一枝 篇 の中心 テーマ と目されるル ナール武勲詩,な かんず くそ の合 戦絵巻 に とって は何

等 直接 的 な関連性 を持 ってい ないの であ る。9)～13)の 具体 的導入 部 に よる序奏 を経 て,ノ ー

ブル皇帝 が否応 な く巻 きこまれ るこ とになる二大 合戦絵 巻 の幕 が切 って落 され る。 そ の一 は異教

徒 の侵 攻 を撃 退 して,味 方 大勝 利 に終 る戦 い(v.1757--2303)で あ り,そ れ に続 くもう一 つ の

合 戦 は逆 賊 ルナ ール に よる皇位 纂奪 のため に生 じた 内戦(v.2304～3380)で あ る。前 者が 野戦,

後者 は攻城 戦 に設 定 されてい る この二 つの合戦 の描写 か らもい くつ かの興味 あ る問題が指摘 出来

るが,こ こで は この枝篇 が当時 の オ リエ ン ト情勢 に関す る次 の よ うな意味 あ りげな言及 で終 って

い る点 に注 目 してお こ う。

Puisfuit(=Renart)sibienduroiNoble/QuetuftcildeCostentinoble,/Par

paroleneparmesdit,/Issicon1'escripturedit,/Nelfeissentauroimeller/Por

riensqu'enlise廿stparler,/Mesentreeusmoutgrantamorot./Licontesfenist

acestmot.(v.3403-10)

NOTES:

1)

2)

)3

4)

5)

6)

7>

g}

9)

10)

ed.Martin=3402vers;ed.Roques=3328;ed.F-H-S=3410.

例 え ば,L.Foulet:"C'estunechansondegestedeladecadence..."(jLe、RomandeRenard,p.457);J.

Flinn:"...leContedeRenartestdevenuunepauvreimitationdelachansondegeste."(LeRomande

Renart,p.98)

例 え ば,R.Bellon,Renardε 盟p併eω γ:unepisodepeuconnuduRomandeRenart,in"MelangesJean

Lankier,"pp.257-65.

第 十 一 枝 篇 の 訳 文 は 紙 面 の 都 合 上,鈴 木 覚,福 本 直 之,原 野 昇 訳 『狐 物 語 』(白 水 社,1944年)に は 入

っ て い な い 。

以 後,特 に こ と わ ら な い 限 り枝 篇 の 呼 稻 はMartinに 従 い,例 文 の 引 用 はed.F-H-Sに よ る も の とす る 。

前 半 部 はvv.1-1784,後 半 のRenart武 勲 詩 はvv.1785-3410を 占 め て い る 。

Samesnieertensimalpoint/Quedefaincrioitdurement./SafameHermelineensement,/Qui

estoitdenovelengainte,(Br.XVI,vv.24-27)L.FouletはBr.XVIの 制 作 年 代 をBr.XIよ り後 に 推

定 し て い る 。(cf,op.c菰,p.117-8)

Lorss'estenZbuissonfichiez,(Br.II}3,v.25)背 景 は 明 ら か にBr.皿 か ら 借 用 さ れ て い る 。

Renarts'envintesbanoier/Enlamesonmoutlieement,/Sononcletrovemoutdolent.(Br.XXIV,

v.254-256)

Abonostelestherbergiez,/Janelequesistrechangier,/S'ilBustassezamengier./Lisejorneri
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11)

12)

13)

14)

15)

16)

estoitbiax.(Br.II-5,v.12-15)

Estildedenzl'evecheuz./Ilotgrantpeordenoier,/Siconmengaapatoier,/Quevolentiersen

issistfors.(Br.XVI,v.1010-14)

J'estoieouenen.1.essart,/Sitrovai.IIII,huaniax/‐Jem'enrepent:tozlesmenjai,/QuiBrent

filzHubert1'escoufle,(Br.VII,v.800-805)

他 の 個 所 で は 鳶 は 通 常Hubertの 名 で 呼 ば れ て い る の に,こ こ で は 鳶 夫 妻 が 無 名 で あ る 点 に 関 し て は,

拙 論 「狐 物 語 第VIII枝 篇 に 就 い て 」(フ ラ ン ス 語 フ ラ ン ス 文 学 研 究,N.63,1993)参 照 。

Qarpendantvatotcontreval/Pardesozlespiezaucheval.(Br.1,v.1485-6)

JeaiestepartouteArdane,/EnLombardieetenToscane/-EnSalernetrouvai。1.sage/Acuige

disvostremalage,/Sivosenvoiegarison.(Br.X,v.1501-13)

ル ナ ー ル と蝸 牛 の 確 執 は 第Ia枝 篇 以 来 の こ と で あ り,む し ろ 恨 み を 晴 ら し た い 気 持 を も っ て い る の は

ル ナ ー ル の 方 で あ る 。


